
報告事項１ 

令和４年度重点事業報告 

 

【２０２５年までの事業方針】 

事業方針１：あらゆる場で役割発揮できる看護職の育成支援 

事業方針２：地域包括ケアシステム推進のための看護機能の強化 

事業方針３：看護職の確保・定着のための働き続けられる職場環境づくりの推進 

事業方針４：福島県看護協会組織・経営基盤の強化 

 

事業方針１に対する重点事業は、 

「看護師のクリニカルラダー（JNA 版）導入推進」、「施設における安全な看護提供のための感染に関

する研修」、「看護師基礎教育４年制化の必要性の周知及び課題の検討」として取り組んだ。 

〇看護実践能力の評価となる「看護師のクリニカルラダー（JNA 版）」の導入は、看護の質担保につな

がるため、導入推進に向け、クリニカルラダー関連の研修を４研修実施した。延べ 95施設 195 名が

受講した。さらに、導入及び活用推進を目的とした交流会を開催し、34名が参加した。200 床以下の

医療機関、訪問看護ステーション、高齢者介護施設での導入事例報告を聴いた。グループワークで

は、報告より導入等に関する課題や対策について情報交換することができ、導入推進に向けた手が

かりを得る交流会となった。 

〇感染管理の基本と施設での感染予防についての研修を開催し、51 名が参加した。演習を組み込んだ

研修であり具体的な対応について学び、これからの活動に活用できると、参加者のほとんどが評価

した。 

〇県の受託事業である看護力向上支援事業において、感染領域の支援施設を５施設に増やし実施した。

それぞれの施設に感染管理認定看護師が支援に入り、各施設において５回にわたり感染対策に関す

る研修会や施設内ラウンドを実施した。５施設及び支援した認定看護師からは、以前に比べ感染へ

の対応が改善したと報告された。 

〇昨年度に引き続き「看護師基礎教育を考える集い」を開催し、19 名が参加した。日本看護協会の常

任理事からの看護基礎教育の「４年制化」の必要性に関する講演を聴いた後、グループワークを実施

した。参加者のほとんどが実習を受け入れている施設からの参加であったため、この４年制化を推

進にあたり実習を受け入れる側の体制や教育についての課題について意見交換がなされた。安心し

て看護を学べる環境について考える機会となった。 

 

事業方針２に対する重点事業は、 

「看護管理者と行政保健師の支部におけるネットワーク作り」、「各職能委員会の連携による課題へ

の対応」、「“まちの保健室”活動の在り方の検討」として取り組んだ。 

〇地域包括ケアシステム推進において、地域の健康課題は、地域の実情に応じた対策を検討し解決す

ることが求められるため、地域で活動している保健師と医療機関等の看護管理者との懇談会を６支

部において開催した。具体的な活動内容と地域の健康指標の現状について共有することができた。

懇談会を通し、行政保健師と医療機関の看護管理者との顔の見える関係作りができた。 

〇母子の地域包括ケアシステム推進に向け、福島県の母子支援の現状の理解と「母子のための地域包
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括ケア病棟推進に向けた手引き」の周知および活用推進を目的に保健師・助産師合同職能集会を開

催した。病院・行政・地域の立場から母子支援の現状について情報提供を受けた。また、日本看護協

会常任理事から「母子のための地域包括ケア病棟推進に向けた手引き」についての講演を聴き、「手

引き」について理解を深めることができた。 

〇医療的ケア児への支援については、「医療的ケア児の在宅移行に関するガイドライン」の周知促進に

向け、「看護職と多職種が協力して医療的ケア児の在宅移行を進めるために」をテーマに、三職能合

同職能集会を開催した。医療的ケア児に関わっているNICU 看護師、訪問看護師及び医療的ケア児コ

ーディネーター、行政のそれぞれの立場からの報告等を受けることで、ガイドラインの周知につな

がったと評価する。 

〇「まちの保健室」活動の在り方検討については、まずコロナ禍における活動状況について把握した。

ほとんどの支部で１回以上実施し、昨年度より参加者が増加した。中には行政と共に実施した支部

もあり、感染対策に関する役割分担を行いながら実施した。また、看護職だけではなく栄養士や薬剤

師、理学療法士等の他職種と連携し、地域住民に合わせた保健指導を提供する支部が増えつつある。

今後は、さらに他職種との連携を強化した活動についても検討していきたい。 

 

事業方針３に対する重点事業は、 

「労働安全衛生ガイドライン等の周知及び活用推進」、「看護職の人材確保活動の更なる強化」、「若

年層への看護に関する情報発信」として取り組んだ。 

〇働き続けられる職場環境づくりに向けた研修会を開催し、グループワークを通して管理者同士の交

流を図ることができた。そこでは、日本看護協会が提案する「就業継続が可能な看護職の働き方の提

案」について理解を深めた。さらに、現状と課題について話し合い、働き続けられる職場環境の整備

へのヒントを得ることができた。 

〇日本看護協会との共催である「看護の日」の事業では、日本看護協会で作成した「看護の日」のロゴ

マーク入りラッピングバスの運行（郡山市・須賀川市内）や県内二つの高校においてイベントを実施

し情報発信を行った。さらに、当協会の事業として、高校生を対象に「看護を知ろう２０２２！」を

開催し、現役の看護職から看護の仕事についての報告と看護への進路に関する説明を行った。高校

生にとっては、有益な情報発信となり良い評価を受けた。 

 

事業方針４に対する重点事業は、 

「入会促進の強化」、「協会組織強化に向けた看護管理者との連携」、「創立 35周年記念行事」、「福島

県看護協会 看護の目指す姿と活動の方向性の中間評価」として取り組んだ。 

〇支部での看護管理者懇談会を活用し、福島県看護協会会員の現状等について説明し、入会促進への

協力を得た。また、県内の看護師養成施設 13校へ役員が訪問し「職能団体の意義」について説明し

入会を促進した。さらに、協会事務局の各課においても入会促進への計画を立案し実施した。しか

し、会員数は前年度より減少している結果となり、今後、更なる入会促進の強化が必要である。 

〇創立 35周年記念誌の発行、記念式典の開催を行いこれまでを振り返ることができた。 

〇各委員会や各担当部署で「福島県看護協会の目指す姿と活動の方向性」に関する中間評価を行った。

活動の方向性に沿った事業展開と不足している事業が明確となった。 
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令和４年度支部事業報告 
県北支部 

運 

営 

会 

議 

１ 役員会 

４月８日 福島看護専門学校 ７名参加 

・令和４年度事業計画について 

・研修会について「ACP」 

６月 10日 福島看護専門学校 ８名参加 

・研修会について 

・看護研究発表会について 

８月 12日 
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

10 月 14 日 福島看護専門学校 ７名参加 

・研修会報告 

・看護研究発表について 

・懇談会（看護管理者研修会）について 

12 月 9日 Zoom 形式 ６名参加 

・懇談会について 

・看護研究発表について 

・看護の日事業について 

２月３日 Zoom 形式 ８名参加 

・懇談会報告 

・看護研究発表会について 

３月 10日 福島看護専門学校 ８名参加 

・看護研究発表会報告 

・令和４年度役員について 

・看護の日事業について 

 

２ 委員会 

１）教育委員会 

４月８日 福島看護専門学校 ５名参加 

・令和４年度事業計画について 

・研修会について「ＡＣＰ」 

６月 10日 福島看護専門学校 ２名参加 

・研修会について 

・看護研究発表会について 

８月 12日 
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

10 月 14 日 福島看護専門学校 ５名参加 

・研修会報告 

・看護研究発表について 

・懇談会（看護管理者研修会）について 

12 月９日 Zoom 形式 ４名参加 

・懇談会について 

・看護研究発表について 

・看護の日事情について 

２月３日 Zoom 形式 ５名参加 

・懇談会報告 

・看護研究発表会について 

３月 10日 福島看護専門学校 ５名参加 

・看護研究発表会報告 

・令和４年度役員について 

・看護に日事業について 

 

 

２）地域看護活動委員会 

４月８日 福島看護専門学校 ６名参加  

・令和４年度事業計画について 

・研修会について「ＡＣＰ」 

６月 10日 福島看護専門学校 ７名参加 

・研修会について 

・看護研究会について 

８月 12日 
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

10 月 14 日 福島看護専門学校 ５名参加 

・研修会報告 

・看護研究発表について 

・懇談会（管理者研修）について 

12 月９日 ZOOM 形式 ４名参加 

・懇談会について 

・看護研究発表について 

・看護の日事業について 

２月３日 Zoom 形式 ４名参加 

・懇談会報告 

・看護研究発表会について 

３月 18日 Zoom 形式６名＋新役員２名参加

・看護研究発表会報告 

・令和４年度役員について 

・看護の日事業について 

 

  

48―　　―



 

 

 

事 

業 

報 

告 

１ 研修事業 

６月 11日 Zoom 形式 

テーマ：在宅におけ

るがん患者と家族を

支える～病院から在

宅へつなぐケア・つ

ながる思い～ 

講師：医療法人社団

爽秋会ふくしま在宅

緩和ケアクリニック 

がん看護専門看護師 

矢野順子 

申し込み：106 件 

アンケート数：50件 

 

２ 研究発表会 

２月４日 Zoom形式 

発表演題：８題 

アクセス：99件 

参 加 者：130 名 

 

３ 懇談会 

12 月 10 日 Zoom 形式 

テーマ：福島県看護

協会の動き 

講師：福島県看護協会 

専務理事 橋本ゆみ 

テーマ：看護管理者

と行政保健師のネッ

トワークづくり 

講師：福島市保健所 

杉浦真由美 

アクセス：30件 

参 加 者：約 40名 

 

４ 地域看護活動 

１）看護の日事業 

看護フェスタ 中止 

２）まちの保健室 

福島地区 中止 

安達地区 中止 

伊達地区 中止 

 

 

 

５ その他 

１）看護の出前講座 

・７月 11日 

依頼校：福島市立第

一中学校２年 30 名

参加 

派遣：福島赤十字病

院より看護師２名 

内容：看護職の仕事、

看護職への道・看護

技術の体験 

・７月 13日 

依頼校：福島県立福

島東高校３年 20 名

参加 

派遣：あづま脳神経

外科病院より看護師

３名 

内容：看護職の仕事、

看護職への道・看護

技術の体験 

・11月８日 

依頼校：福島市立第

一中学校２年 30 名

参加 

派遣：大原医療セン

ターより看護師２名

内容：看護職の仕事、

看護職への道・看護

技術の体験 

・11月 28 日 

依頼校：桜の聖母中

学校２年 27名参加 

派遣：福島医科大学

附属病院より看護師

２名 

内容：看護職の仕事、

看護職への道・看護

技術の体験 

 

２）他団体との連携 

・８月 

令和４年度第１回福

島市地域包括ケアシ

ステム推進会議（書

面開催） 

・10月 12 日 

令和４年度福島市地

域医療対策協議会 

・11月 12 日 

「県都ふくしま創造

事業」連携会議 

・11月 29 日 

令和４年度福島県看

護協会立訪問看護ス

テーション・居宅介護

支援ステーション運

営会議 

・令和５年１月 13日 

令和４年度福島県県

北地域保健医療福祉

協議会（書面開催）

・令和５年１月 26日 

福島市医療と介護の

ネットワーク（Zoom）

・令和５年２月２日 

令和４年度福島市医

療安全推進協議会 

・令和５年３月 23日 

令和４年度地域包括

ケアシステム県北地

方連絡会議（書面開

催） 

 

 

県北支部入会者数 3,284 名 

    入 会 率  49.8％ 

支 出 額 （単位：円） 

会 議 費 302,753 

事 業 費 386,593 

事 務 費 61,772 

渉 外 費 0 

支 出 合 計 751,118 
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郡山支部 

運 

営 

会 

議 

１ 役員会 

第１回 ４月 21日 看護会館みらい 11 名 

・支部事業計画立案  

第２回 ６月 16日 看護会館みらい 12 名 

・共通研修、一般研修について 

第３回 ８月１日 看護会館みらい ８名 

・共通研修、看護管理者懇談会 

第４回 ９月２日 看護会館みらい 12 名 

・共通研修、看護管理者懇談会、いきいき健康

づくりフォーラムについて 

第５回 10 月７日 看護会館みらい 10 名 

・一般研修会打ち合わせ、いきいき健康づくり

フォーラム、看護研究について 

第６回 11 月 11 日 メグレズホール 10 名 

・研修会振り返り、看護研究について 

第 7回 １月 12日 看護会館みらい ８名 

・看護研究打ち合わせ、令和５年度計画 

第８回 ２月 22日 看護会館みらい 12 名 

・広報誌作成について、令和５年度計画 

 

２ 委員会 

１）教育委員会 

11 月 19 日 看護会館みらい ４名 

・看護研究査読 

２）地域看護委員会 

４月 21日 看護会館みらい 12 名 

・地域看護委員顔合わせ 

・出前講座・健康教室活動について 

 

 

事 

業 

報 
告 

１ 研修事業 

１）共通研修 

９月２日 34名 

看護会館みらい 

テーマ：ACPを「知る」

から「実践する」へ！

私たちが目指すアド

バンス・ケア・プラン

ニングとは？ 

講師：佐藤直 

２）一般研修 

（シンポジウム） 

11月11日 30名 

星総合病院メグレズ

ホール 

テーマ：つないでい

こう！多職種で支え

る地域完結型の心不

全ケア 

講師：金子博智、 

李民純、菊地恵 

 

２ 研究発表会・講演会 

２月22日 34名 

看護会館みらい 

テーマ：これが分かれ

ば来年は発表できる！ 

講師：鈴木邦子 

 

３ 懇談会 

看護管理者懇談会 

10月７日 22名 

看護会館みらい 

テーマ：看護協会の

動き 

講師：市川より子 

テーマ：看護管理者

と行政保健師との連

携強化～看護管理者

が行政保健師の役割

分担や活動内容を知

る～ 

講師：山口多美子 

 

４ 地域看護活動 

１）健康教室 

５月23日 20名 

中央公民館 

テーマ：認知症予防

法と運動の実践指導

講師：地域看護委員、

星総合病院理学療法士

 

２）まちの保健室担当

者連携会議 

10月28日 

看護会館みらい 

地域看護委員長 

テーマ：まちの保健

室の新しい取り組み

３）いきいき健康づく

りフォーラムin田村

11月13日 32名 

田村市総合体育館 

健康相談コーナー実施

郡山支部役員３名 

４）看護の出前講座 

３件実施（県の委託）

講師：地域看護委員

・郡山市立郡山商業高等

学校２、３年生（19名）

７月１日 

・三春町立中郷小学校

６年生（13名） 

７月11日 

・郡山市立郡山東高等

学校３年生（30名）

７月22日 

 

５ その他 

１）機関誌｢きらり｣発行

２）他団体との連携 

・郡山市新興感染症対

策会議（12月） 

・郡山市公衆衛生協会

（12月） 

・郡山市地域ケア推進

会議（11月） 

・看護協会立訪問看護

ステーション・介護

ステーション運営会

議（11月） 

・郡山市エンディング

ノート作成に伴う研

究会（３月） 

・郡山市市政100周年記

念プロモーション会

議（10、２月） 

・県中地域医療構想調

整会議（10、３月）

・県中地域保健医療福

祉協議会（10月） 

・福島県県中地域保健医

療福祉協議会（11月）

・郡山市健康づくり推

進懇談会(12、３月)

 

郡山支部入会者数 3,388 名 

    入 会 率  63.3％ 

支 出 額 （単位：円） 

会 議 費 423,169 

事 業 費 210,926 

事 務 費 55,681 

渉 外 費 0 

支 出 合 計 689,776 
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県南支部 

運 

営 

会 

議 

１ 役員会・合同委員会（役員会、教育・地域看護活動委員会） 

１）４月８日 須賀川市民交流センター 16 名（合同委員会） 

・令和４年度事業計画 

２）５月 ７日 コロナ感染拡大のため中止 

３）７月 22日 公立岩瀬病院大会議室 15名（合同委員会） 

・研修会評価 

・懇談会打合せ 

４）９月 16日 ベルクイーンズ須賀川 14名（合同委員会） 

・懇談会評価 

・研究発表会打合せ 

５）10月 21 日 公立岩瀬病院大会議室 会議室８名 Web７名 

・特別講演会評価など 

６）12月 10 日 公立岩瀬病院大会議室 15 名（合同委員会） 

・研究発表会評価 など 

７）２月 17日 須賀川市民交流センター 17 名（合同委員会） 

・次年度事業計画 

 

２ 看護研究特別委員会 

１）９月２日 ７名 

・研究査読 

 

３ 特別委員会 

１）３月 18日 ３名 

・令和４年度決算 

・会計監査 

事 
業 

報 

告 

１ 研修事業 

１）研修会 

・７月 22日 

「ACP意思決定支援」 

公立岩瀬病院 Web 

講師：白河厚生総合

病院 宮下淳 

参加者：73名 

・10 月 21 日 

「薬剤の多剤併用」 

公立岩瀬病院 web 

講師：アイランド薬局 

中里見裕哉 

参加者：39名 

 

２ 研究発表会 

12 月 10 日 

公立岩瀬病院 

発表演題：９題 

参加者：49名 

 

３ 懇談会 

９月 16日 

「福島県看護協会の

活動」 

講師：看護協会長 

   今野静 

｢行政保健師の活動｣

講師：県中保健福祉

事務所 前田香 

ベルクイーンズ須賀川

参加者：22名 

 

 

 

４ 地域看護活動 

１）まちの保健室 

・10月 10 日 

しらかわスポーツ 

フェスティバル2022

参加者：40名 

・11 月 5日 

JA まつり 

参加者：143 名 

２）出前講座 

県の委託により４件

実施 

 

５ その他 

１）機関紙発行 

支部だより 2月発行

２）会員拡大活動 

・研修事業の案内 

・支部だよりの送付 

３）他部門との連携 

・県中地域医療構想調

整会議 

・県南地区医療構想調

整会議 

・須賀川市在宅医療介

護連携拠点センター

運営委員会 

 

県南支部入会者数 1,451 名 

    入 会 率  47.0％ 

支 出 額 （単位：円） 

会 議 費 389,625 

事 業 費 255,611 

事 務 費 124,959 

渉 外 費        0 

支 出 合 計 770,195 
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会津支部 

運 

営 

会 

議 

１ 合同委員会 

４月 15日 アピオスペース 17 名 

・新旧役員・常任委員引継ぎ 

・年間計画 

７月１日 アピオスペース 17 名 

・通常総会報告 

・看護研究発表会について 

９月２日 アピオスペース 18 名 

・看護責任者懇談会について 

11 月７日 アピオスペース 6名 

・研修会・看護研究発表会・広報誌について 

11 月 18 日 アピオスペース 18 名 

・研修会・看護研究発表会について 

・広報誌発行について 

１月 20日 アピオスペース 17 名 

・次年度支部委員について 

・次年度計画について 

３月 17日 アピオスペースに 17 名 

・広報誌発送作業 

・次年度研修会について 

 

事 

業 

報 

告 

１ 研修事業 

１）一般研修会 

11 月 28 日 

アピオスペース 

テーマ：その人らし

さを支える意思決定

支援 

講師：竹田綜合病院 

緩和ケア認定看護師 

穴澤恵 

参加人数：19名 

 

２ 研究発表会 

12 月 19 日 

アピオスペース 

発表演題：７題 

参加人数：25名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 懇談会 

１）看護責任者懇談会

11月７日 

アピオスペース 

テーマ：福島県看護

協会の動き 

講師：理事 

テーマ：保健福祉事

務所における保健師

の活動の実際 

講師：統括保健師 

看護責任者：８名 

支部役員：６名 

 

４ 地域看護活動 

１）地域保健活動支援

事業（まちの保健室）

５月 21日 

道の駅あいづ 

利用者：47名 

以降は計画中止 

会津若松市健康まつ

り中止 

会津若松市野口青春

通り健康まつり中止

２）出前講座 

テーマ：いのちを繋ぐ

－助産師の立場から－

・7月 

県立会津高等学校 

・11月 29 日 

会津若松市立第五中

学校        

・12 月９日 

会津若松市立第四中

学校 

 

５ その他 

１）広報誌 

 ３月 17日発行 

２）他団体との連携 

・12月 14 日 

難病支援者懇談会 

１名 

・12月 20 日 

たばこ専門部会１名

・２月 15日 

会津地域保健医療福

祉協議会１名 

他

 

会津支部入会者数 2,149 名 

    入 会 率  50.9％ 

支 出 額 （単位：円） 

会 議 費 474,305 

事 業 費 344,004 

事 務 費 214,919 

渉 外 費 0 

支 出 合 計 1,033,228 
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相双支部 

運 

営 

会 

議 

１ 役員・委員合同会議 

４月 20日 公立相馬総合病院 20 名 

・令和 4年度相双支部役員・委員紹介 

・支部長からの報告 

・令和３年度事業報告 

・令和４年度事業計画・予算（案） 

７月 23日 音屋ホール 14 名 

・支部長報告 

・各委員会報告 

10 月 15 日 音屋ホール 15 名 

・支部長報告 

・各委員会報告 

２月 25日 音屋ホール 18 名 

・支部長報告 

・各委員会報告 

２ 委員会 

１）教育委員会 

６月１日 音屋ホール ３名 

・会場視察 

・令和４年度研修会について 

12 月 14 日 音屋ホール ５名 

・令和４年度看護研究発表会査読等 

２）地域看護活動委員会 

10 月４日 はまなす館 １名 

・そうま市民まつりの打ち合わせ 

10 月 29 日 千客万来館 ５名 

・そうま市民まつりにおける準備 

３）広報活動委員会 

９月 20日 相馬看護専門学校 ５名 

 

事 

業 

報 

告 

１ 研修事業 

１）第１回研修会 

７月 23日 25 名 

音屋ホールよりZoom

で開催 

テーマ：多剤併用問

題（ポリファーマシ

ー）について 

講師：佐藤曉彦 

２）第２回研修会 

10 月 15 日 41 名 

音屋ホールよりZoom

で開催 

テーマ：アンガーマ

ネジメント 

講師：高橋紀子 

 

２ 研究発表会 

２月 25日 62 名 

音屋ホールよりZoom

で開催 

演題：８題 

講評：医療創生大学

看護学部教授 後藤

恭一 

 

３ 看護職責任者懇談会

７月 27日 13 名 

音屋ホール 

・福島県看護協会の動

き：看護協会会長

今野静 

・行政保健師の活動内

容：小田島カヨ 

・意見交換 

・各施設での新型コロ

ナウイルス感染症等

の感染対策について

・看護学校、准看護学校

での今後の課題 

・地域連携について 

 

４ 地域看護活動 

１）地域保健活動支援

事業(まちの保健室)

感染対策を講じなが

ら実施 

（１）５月 14日 

道の駅南相馬 

33名（スタッフ８名）

内容：栄養士による

栄養相談、薬剤師に

よる薬剤指導、健康

相談等 

 

（２）９月３日 

小高交流センター予定

新型コロナウイルス

感染拡大により開催

中止 

（３）10月 30 日 

スポーツアリーナ相

馬１階 千客万来館 

198名（スタッフ７名）

内容：栄養士による

栄養相談、フレイル

予防握力測定、手指

消毒チェック 

（４）11月 26 日 

小高交流センター 

15名（スタッフ５名）

内容：健康チェック・

相談・指導、血圧測

定、手指消毒チェッ

ク、フレイル予防握

力測定 

２）出前講座 

県の委託により開催

８月 31日 

相馬市立磯部中学校

９月 14日 

新地町立尚英中学校

10月 18 日 

南相馬市立石神第二

小学校 

５ その他 

１）他団体との連携 

・（一社）福島県精神保

健福祉協会相双支部

・相双地域保健医療福

祉協議会 

・南相馬市看護師等合

同就職面接会後援 

・南相馬市第３次総合

計画等策定に係る若

い世代との意見交換

会 

・相双圏域地域リハビ

リテーション連絡協

議会 

・相双医療圏退院調整

ルール 

・福島県相双保健福祉

事務所難病患者地域

支援連絡会議 

・南相馬市みらい育成

修学資金審査会委員

２）支部ニュース発行

８月、３月 

 

相双支部入会者数   542名 

    入 会 率  38.7％ 

支 出 額 （単位：円） 

会 議 費 333,996 

事 業 費 117,424 

事 務 費 89,752 

渉 外 費 0 

支 出 合 計 541,172 
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いわき支部 

運 

営 

会 

議 

１ 役員会（３回） 

９月22日 磐城中央病院 ７名 

・理事会・支部長会報告 

・各委員からの報告、相談 

・研修会、懇談会について 

12月１日 磐城中央病院 ６名 

・理事会・支部長会報告 

・各委員会からの報告、相談 

２月２日 磐城中央病院 ６名 

・理事会報告 

・各委員会からの報告、相談 

・看護管理者懇談会について 

・役員・委員合同会議（２回） 

６月30日 磐城中央病院 15名 

・年間計画 

・予算確認 

３月30日 磐城中央病院 23名 

・新旧役員引き継ぎ 

・次年度計画確認 

 

２ 委員会 

１）教育委員会（６回） 

６月７日 いわき准看護学校 ５名 

・活動計画について 

７月29日 いわき准看護学校 ５名 

・研修会について 

９月10日 福島労災病院 ５名 

・研修会振り返り 

12月7日 いわき准看護学校 ４名 

・看護研究について 

１月11日 いわき准看護学校 ４名 

・看護研究集録集について 

３月10日 いわき准看護学校 ５名 

・次年度計画について 

２）地域看護活動委員会（５回） 

５月18日 かしま病院 ７名 

・活動計画について 

７月20日 かしま病院 ５名 

・活動内容について 

９月21日 かしま病院 ６名 

・まちの保健室について 

11月16日 かしま病院 ４名 

・まちの保健室振返り 

３）広報委員会（４回） 

10月17日 いわき市医療センター ５名 

・広報誌について 

11月21日 いわき市医療センター ４名 

・広報誌最終確認 

12月19日 いわき市医療センター ５名 

・次年度の計画について 

 

事 

業 

報 

告 

１ 研修事業 

１）支部共通研修会 

テーマ：ACPについて 

９月 10日 

オンライン開催 

講師：福島労災病院 

   武藤敦 

参加人数：40名 

スタッフ数：５名 

 

２ 研究発表会 

看護研究演題募集 

集録集作成、配布 

演題５題掲載 

 

３ 懇談会 

１）看護管理者懇談会 

２月 18日 

磐城中央病院 

参加人数：20名 

スタッフ数：６名 

・看護協会の動き 

今野静会長 

・行政保健師の活動に

ついて 

統括保健技師 矢吹敦子

 

４ 地域看護活動 

１）地域保健活動支援

事業（まちの保健室）

10月８日 

イオンいわき店 

利用者：37名 

スタッフ：８名 

健康相談・禁煙相談

２）出前講座 

７月～10月訪問 

 

小学校  ２校 

中学校  １校 

高等学校 ２校 

 

５ その他 

１）広報誌 ２月発行

２）組織強化活動 

・他団体、関連学校へ広

報誌配布 

・看護管理者懇談会開催

 看護協会からの発信

３）他団体との連携 

・男女共生連絡協議会

１名５回 

・いわき市医療センター

 病院経営評価委員会

１名２回 

・防災会議 

１名１回 

・いわき医師会多職種

連携会議 １名５回

・市民フォーラム 

救急医療 2022 

１名１回 

・社会福祉大会 

２名推薦 

・健康いわき 21 

２名推薦 

・地域医療構想調整会

議 １名１回 

・介護認定審査会委員

推薦２年間17名推薦

・障害支援区分判定審

査会委員推薦 

２年間２名推薦 

・いわき市保健医療審

議会委員 

２年間１名推薦 

いわき支部入会者数 1,698 名 

     入 会 率  35.0％ 

支 出 額 （単位：円） 

会 議 費 373,083 

事 業 費 292,387 

事 務 費 385 

渉 外 費 12,000 

支 出 合 計 677,855 
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令和４年度研修実施状況 1

教育
目標 № 研修名 研修日 日数 定員 申込 決定 受講 (延べ) 備考

01 事例を通して考える倫理  5月27日(金) 1 100 88 82 80 [ 0] ( 80) 全員来館受講

02 共に学び・共に実践する看護 12月 6日(火) 1 100 68 64 55 [ 0] ( 55) 全員来館受講

03
メンバーシップのための
コミュニケーション

 9月 9日(金) 1 80 40 38 31 [ 3] ( 31) 全員来館受講

04
リーダー看護師に求められる
ファシリテーション

 9月 6日(火) 1 70 103 90 84 [ 7] ( 84) 全員来館受講

05
現場で活かすフィジカルアセスメント
（呼吸器・循環器編）

 9月 1日(木) 1 200 166 156 144 [ 21] ( 144)

06
現場で活かせるフィジカルアセスメン
ト（脳神経系）

10月27日(木) 1 120 105 98 95 [ 2] ( 95)

07 検査データの読み方・活かし方 11月 1日(火) 1 200 221 207 192 [ 9] ( 192)

08 慢性心不全患者の支援 12月20日(火) 1 120 111 107 94 [ 5] ( 94)

09 家族の力を引き出す家族看護  7月26日(火) 1 150 143 139 123 [ 8] ( 123) 遠隔講義

10 臨床推論を活かして看護力を高めよう  8月 2日(火) 1 120 96 91 87 [ 4] ( 87)

11 急変させないための気づきと対応  9月13日(火) 1 300 240 226 217 [ 22] ( 217)

12 大人の発達障がいの理解と関わり方 10月12日(水) 1 200 185 176 170 [ 12] ( 170)

13 看護実践とリフレクション 11月25日(金) 1 80 83 82 76 [ 0] ( 76)

14 在宅での療養生活を支える外来看護 12月 1日(木) 1 80 52 51 48 [ 2] ( 48)

15
リスクマネジメントに対応する
看護記録

12月 2日(金) 1 120 90 89 66 [ 1] ( 66) 期日変更

16 現場で実践する感染予防  5月24日(火) 1 200 166 162 155 [ 15] ( 155)

17 身体抑制しない看護  8月 4日(木) 1 250 215 208 193 [ 10] ( 193)

18 褥瘡予防の最新知識とケアのポイント 11月 2日(水) 1 250 243 226 213 [ 24] ( 213)

19
看護職が行う摂食・嚥下ケアと
その考え方

 1月12日(木) 1 180 161 150 140 [ 13] ( 140)

20 糖尿病患者の看護  9月21日(水) 1 120 110 99 86 [ 7] ( 86)

21 慢性腎臓病患者の理解と看護ケア 10月14日(金) 1 80 91 86 79 [ 1] ( 79)

22
行動変容を導く
コミュニケーションスキル

11月 8日(火) 1 250 167 136 122 [ 5] ( 122) 全員来館受講

23 がん看護  1月11日(水) 1 150 154 142 129 [ 4] ( 129)

24
アドバンス・ケア・プランニングと
エンドオブライフ・ケア

 7月22日(金) 1 250 165 155 149 [ 5] ( 149) 遠隔講義

25 地域包括ケア時代の看護職の役割  8月16日(火) 1 120 153 147 130 [ 4] ( 130)

26 チーム力を高めるリーダーシップ 10月18日(火) 1 120 77 74 68 [ 7] ( 68) 全員来館受講

27 チームで取り組む医療安全 11月15日(火) 1 150 134 128 113 [ 8] ( 113)

28 変化の時代に対応するレジリエンス 12月16日(金) 1 120 93 88 80 [ 3] ( 80)

29 はじめての看護研究
6月20日(月)

23日(木)
2 80 84 81 81 [ 6] ( 159)

6月24日より期日
変更

30 量的研究実践編  7月12日(火) 1 40 44 44 43 [ 1] ( 43)

31 質的研究実践編  8月10日(水) 1 40 53 51 49 [ 1] ( 49)

32
看護研究のまとめ方と
プレゼンテーション

12月13日(火) 1 50 85 68 61 [ 3] ( 61)
期日変更
遠隔講義

33 看護研究指導のポイント 10月25日(火) 1 40 30 26 23 [ 0] ( 23)

34 災害支援ナース育成研修 11月29日(火) 1 50 56 55 49 [ 1] ( 49) 全員来館受講
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令和４年度研修実施状況 2

教育
目標 № 研修名 研修日 日数 定員 申込 決定 受講 (延べ) 備考

35 医療安全管理者フォローアップ研修  5月25日(水) 1 40 61 61 60 [ 2] ( 60) 遠隔講義

36
コンピテンシーモデルを活用した
看護管理

 8月 9日(火) 1 80 99 93 73 [ 1] ( 73)

37 看護現場の組織分析と目標設定の基本  9月29日(木) 1 100 93 87 85 [ 4] ( 85) 遠隔講義

38 災害時の看護管理とBCP策定プロセス 10月 6日(木) 1 80 63 58 55 [ 1] ( 55) 遠隔講義

39
地域包括ケアシステムにおける
訪問看護の役割

11月26日(土) 1 40 29 25 24 [ 1] ( 24) 一部遠隔講義

40
日本看護協会会長に聞く
看護職に求められるこれからの看護

12月14日(水) 1 100 56 55 47 [ 1] ( 47) 遠隔講義

41 看護職の賃金モデル実務者研修  9月27日(火) 1 30 43 42 37 [ 8] ( 37) 全員来館受講

42
クリニカルラダー導入に向けた
基礎的な考え方

 7月 7日(木) 1 100 68 66 65 [ 6] ( 65) 遠隔講義

43
自施設に合わせた
看護師のクリニカルラダー作成と活用

8月3日(水)、8日
(月)11月11日(金) 3 30 36 35 32 [ 2] ( 78)

8月24日～8月25日より期
日変更　全員来館受講

44
看護師のクリニカルラダーと連動した
OJT

10月31日(月) 1 100 54 53 49 [ 0] ( 49)
期日変更
全員来館受講

45 教育委員のための研修
 1月26日(木)

～27日(金)
2 80 51 51 49 [ 4] ( 97)

1月19日～1月20日より期
日変更　全員来館受講

小計 49 5,360 4,725 4,448 4,101 [244] (4,273)

46 保健師研修 10月 3日(月) 1 30 14 12 12 [ 2] ( 12) 全員来館受講

47 助産師研修  6月 3日(金) 1 30 25 25 24 [ 1] ( 24) 全員来館受講

48 施設・在宅看護師研修  8月23日(火) 1 80 36 34 26 [ 2] ( 26) 全員来館受講

小計 3 140 75 71 62 [ 5] ( 62)

49
認定看護管理者教育課程
ファーストレベル

 5月31日(火)
～7月8日(金)

19 90 106 97 97 [ 4] (1,827) 1名再履修

50
認定看護管理者教育課程
セカンドレベル

 8月31日(水)
～10月28日(金)

31 40 40 41 41 [ 1] (1,243) 1名再履修

小計 50 130 146 138 138 [ 5] (3,070)

51 災害支援ナースの第一歩
 8月17日(水)

～18日(木)
2 80 83 81 68 [ 11] ( 133) DVD研修

52
認知症高齢者の看護実践に必要な知識
（１回目）

 9月 7日(水)
～ 8日(木)

2 100 129 120 113 [ 20] ( 226) DVD研修

53
認知症高齢者の看護実践に必要な知識
（２回目）

10月19日(水)
～20日(木)

2 100 127 123 121 [ 15] ( 242) DVD研修

54 医療安全管理者養成研修 12月15日(木) 1 80 75 - 71 [ 4] ( 71)
県外受講者2名含
む

55 新人のためのメンタルヘルス 10月13日(木) 1 120 154 132 127 [ 78] ( 127) 全員来館受講

56
新人のための医療現場で実践できる
コミュニケーション

10月26日(水) 1 120 153 132 129 [ 85] ( 129) 全員来館受講

57 新人のための医療安全 11月17日(木) 1 120 155 155 120 [ 62] ( 120) 全員来館受講

58 新人のための感染対策 11月30日(水) 1 120 130 130 102 [ 60] ( 102) 全員来館受講

59 新人看護職員研修実地指導者研修
12月21日(水)

～23日(金)
3 100 140 125 113 [ 19] ( 335) 全員来館受講

60 新人看護職員研修教育担当者研修
 7月13日(水)

～15日(金)
3 80 85 84 80 [ 13] ( 240) 全員来館受講

61
在宅医療推進のための
訪問看護人材育成研修

 6月 3日(金)
～10月12日(水)

12 20 20 20 20 [ 6] ( 223)
開講式6/3(金)
全員来館受講

62 専任教員養成講習会
 5月23日(月)
～11月30日(水)

115 30 31 29 29 [ 6] (3,331)
県外3名受け入れ
一部遠隔

63 高齢者介護施設等における感染対策  7月20日(水) 1 60 62 62 51 [ 32] ( 51) 全員来館受講

64
高齢者権利擁護等推進事業
看護実務者研修

 8月30日(火)
～31日(水)

2 60 108 108 64 [ 47] ( 128) 全員来館受講

65 看護職員認知症対応力向上研修
 9月15日(木)16日

(金)22日(木) 3 50 62 62 56 [ 1] ( 167) 全員来館受講

66 看護補助者活用推進研修
12月 7日(水)

～ 8日(木)
2 60 84 83 73 [ 2] ( 146) 全員来館受講

小計 152 1,300 1,598 1,446 1,337 [461] (5,771)

合計 254 6,930 6,544 6,103 5,638 [715] (13,176)

※受講[　]内は、正会員以外の数の再掲 （令和5年3月末現在）
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